
長崎県立大学

研究シーズ集
2023



講師 永井　洋士 和解契約交渉における規律原理の研究 32

講師 バロリ　ブレンディ 人材育成と地域資源活用による長崎県の持続可能な地域振興・活性化に関する研究 33

講師 前田　竜孝 漁業地域の持続可能性に関する地理学的研究 34

講師 森岡　拓郎

講師（特任） 高　芳 中国言語文化教育に関する研究 37

講師（特任） ニコラス　ケイン
Multimedia Literacies in Language Learning
〈言語学習におけるﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱﾘﾃﾗｼｰ〉

企業の始業時刻についての研究 35

講師（特任） アレクサンダー　ボードナー Virtual Reality in Language Learning〈言語学習における仮想現実〉 36

38

准教授 石田　聖 地域社会における協働型ガバナンスの促進に向けたプラットフォーム構築に関する研究 29

講師 後藤　究 多様化する就労者像と労働法の課題 31

教授 吉本　諭 産業連関分析による地域経済分析に関する研究 27

教授(特任） 松尾　宏之 英語教育に関する研究 28

准教授 深谷　直弘 東日本大震災と原爆の記憶継承に関する研究 30

21

教授 松尾　晋一 日本の歴史や地域の歴史に関する研究 25

教授 山崎　祐一 異文化理解を視野に入れた英語教育の研究 26

教授 車　相龍 地方のインクルーシブイノベーション研究 22

教授 綱　辰幸 介護保険と自治体財政 23

16

准教授 三浦　佳子 ASEANの中小企業研究 17

准教授 黒岩　美翔

教授 黒木　誉之 市民自治（地球的平和）に関する基礎理論的研究 20

准教授 坂根　純輝 会計と監査に関する研究 6

CSR（企業の社会的責任）、協働の研究 8

講師 森内　泰 企業の国際化、組織学習に関する研究 18

教授 矢野　生子 国際経済の諸問題に関する研究 14

准教授 中村　貴治

教授

田代智治 中小企業の成長発展と企業家精神 7

准教授 津久井　稲緒

教授

多国籍企業におけるCSR活動を促すコントロール及びERMについての研究

神保　充弘 医薬品業界における流通系列化の生成過程 2

企業のステークホルダー環境の分析に関する研究 9

教授 山本　裕 国際海運・国際港湾の動向に関する研究 15

教授 宮地　晃輔 中小・中堅企業の事業・採算性計画の研究 3

教授 谷澤　毅 流通史・都市史に関する研究 13

准教授 大田　謙一郎

准教授 金　志善 シンガポールIR(統合型リゾート)利用者を対象にしたカジノに関する認識と評価

准教授

5

　地域創造学部　公共政策学科

教授 伊藤　泰郎 地域社会における外国人の労働と生活 19

教授 橋本　優花里 いつでも、どこでも、リハビリテーション 24

相馬　清貴 [統治制度と憲法史]　戦後憲法史の研究教授

～　目次　～

職名 氏名 タイトル 頁

組織事故・安全文化に関する研究 10

大澤　裕次 マネー・ローンダリング対策に関する研究 12

商品・サービス改良および新商品・サービス開発に関する市場動向調査研究 4

　経営学部　経営学科

　経営学部　国際経営学科

岩重　聡美 消費者利益と流通システム 11

教授 鴻上　喜芳 賠償責任保険のあり方 1

准教授 四本　雅人

教授



日本近代・現代文学の研究 53

賈　曦

教授 有田　大作 イチゴ収穫台車による圃場の計測と可視化 67

講師（特任） ウィリアム　マクドナルド ストレスと言語学習心理 65

講師（特任） ポール　バード Comparative Literature in Education〈教育分野の比較文学〉 66

講師（特任） アンドリュー　ハドー　

吉光　正絵准教授

講師 魏　蜀楠 次世代の交通ネットワーク形成に関する国際比較研究

准教授 河又　貴洋 グローカリゼーションの社会情報経済学 59

教授

教授 鈴木　暁彦 現代中国における大衆思想の多様化と政治的民主化の課題 56

教授 森田　均 地域公共交通の活性化とグリーンITS開発 57

教授 54

教授 55

教授

教授

教授

下野　孝文

真田　高充 地方創生のためのファイナンス研究 40

准教授 有馬　弥重

横山　均教授 42

准教授 小原　篤次 ダイバーシティに関する研究 58

講師 虞　尤楠 労働政策の合理性及び影響に関する実証分析 47

教授 井上　佳子 戦争と農村 48

准教授 竹田　英司 地域の移出産業に関する研究 45

教授 壁谷　順之 持続可能な企業年金の制度設計に関する制度・実証分析 39

教授

ゲーム理論による契約理論分析に関する研究 43

准教授 尹　清洙 北東アジア地域における貿易と環境に関する実証研究 44

教授

教授 田村　善弘 韓国の食料流通システムに関する研究 41

46

荻野　晃 中・東欧の国際関係の歴史的・理論的思考 49

笠原　敏彦 英米政治とグローバル化世界 50

①国(地域)のかたち ／ ②情報法制に関する研究

教授 山口　文彦 分類の類似度指標 81

准教授 福光　正幸 新たなディジタル署名技術の開発 82

教授 星野　文学 安全性と機能を両立する暗号技術の開発 79

教授 松崎　なつめ ブロックチェーンの鍵管理と応用に関する研究 80

教授 C.ソムチャイ 導入・運用コストを抑えた安心・安全な働き方改革を推進するための研究 77

教授 寺田　剛陽 情報漏えいの人的要因に対する対策研究 78

教授 小林　信博 Society5.0の実現に向けたセキュリティ対策を確立するための研究 75

教授 島　成佳 人に注目したサイバーセキュリティ対策の研究 76

講師 前村　葉子 プレゼン行動における非言語行動による表現の個人差要因の特定と可視化 74

准教授 飛谷　謙介 ビックデータを用いた感性の指標化 72

講師 藤沢　望 エンタメ作品視聴印象のリアルタイム評価 73

画像処理を用いたリハビリテーションシステム 70

教授 吉村　元秀 ICTによる地域コミュニティの活性化と人材育成 71

片山　徹也 VDT画面デザインのアクセシビリティに関する研究 68

教授 平岡　透 地理空間情報を用いた地域活性化に関する研究 69

持続可能な観光につながる情報発信

唐津　理恵 ナショナル・シネマの形成に関する研究 51

祁　建民 中国の政治社会の動向に関する研究 52

　地域創造学部　実践経済学科

　国際社会学部　国際社会学科

　情報システム学部　情報システム学科

　情報システム学部　情報セキュリティ学科

周　国強 大学における中国語教育に関する研究

Critical Discourse Studies & English as a Foreign Language
〈批判的言説研究と外国語としての英語〉

64

持続可能な「地域力」としての「女性力」の発見に関する研究 62

地域の持続的な活力源としてのポピュラー文化やライブ・エンターテイメントに関する研究 63

准教授 平見　健太 経済の安全保障化と国際経済法の構造変化に関する研究 60

准教授 門部　昌志 コミュニケーションに関する研究 61

教授 辺見　一男

教授



キクイモパウダーの糖代謝改善効果機序に関する研究

　看護栄養学部　栄養健康学科

教授 大塚　一徳 高齢者のワーキングメモリ機能の査定を取り入れた認知症予防・啓発講座の開発 84

教授

山口　多恵 回復期リハビリテーション病棟看護師のアンラーニングを促進するための教育プログラムの開発 94

メンターヘルス一次予防における企業外労働衛生機関産業看護職の実践能力評価尺度の開発 88

准教授 三重野　愛子 高齢者が一人でも嚥下体操ができるソーシャルロボットの開発 93

准教授 堂下　陽子 精神障害のある親の子育て支援 89

准教授

助教 岡本　恭子 糖尿病予防に関する基礎研究 113

助教 花村　衣咲 化学療法に伴う味覚障害発症患者における 味覚センサーを用いた嗜好性の検討 114

講師 境田　靖子 出生時体重や子どもの発育・発達に影響する要因の検討 111

講師 竹内　昌平 小地域ごとの感染症流行リスクの推定と対策立案 112

准教授 松澤　哲宏 DNAシークエンサーを用いた菌種同定 110

講師 髙崎　亜沙奈 クリティカルケア看護師のレジリエンスを高めるための効果的な介入方法の開発 99

教授 大曲　勝久 機能性食品のNASHへの効果 101

教授 倉橋　拓也 オゾンファインバブルの科学と応用 102

教授 柴崎　貢志 脳内温度と神経活動の関連 103

助教 吉峯　尚志 誤嚥リスクのある終末期高齢患者への経口摂取の援助過程に おける看護師の看護行為とジレンマ 100

講師 坂本　仁美 看護における情報の非対称性回避のための情報論理概念明確化と情報論理行動評価尺度の開発 97

87

准教授 竹口　和江

准教授 吉田　恵理子
①思春期・青年期の吃音者の社交不安障害を和らげる親・友達らによるｿｰｼｬﾙｻﾎﾟｰﾄ
②長崎の高齢被爆者の語りにみる健康～Total Painの視点から～

95

准教授

　看護栄養学部　看護学科

永峯　卓哉
①ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞによる看護学教育方法に関する研究
②感染予防・特に手洗いの普及に向けた研究

90

准教授 馬場　保子 アドバンス・ケア・プランニング推進に関する研究 91

准教授 濵田　由香里 自死遺族のレジリエンス促進要因の検討：ストレス対処能力概念SOCの観点から

大重　育美 妊娠期の交代制勤務者の睡眠健康プログラム 等 83

96

教授 山澄　直美

講師 重富　勇 精神障がい者の回復と偏見に関する研究 98

教授 高比良　祥子 熟練看護師が外来で行う肝疾患患者への療養支援のあり様 85

講師 片穂野　邦子
①経口がん治療を受けるがん患者に関する研究
②災害看護教育および被災者支援に関する研究

看護職者を対象とした院内研修の評価に関する研究 86

教授 李　節子 在日外国人の母子保健

92

准教授 駿河　和仁 実験動物を用いたアルコール性肝障害抑制効果を持つ食品素材の探索 107

准教授 本郷　涼子 人工甘味料がヒトに与える満足感に関する研究 109

准教授 飛奈　卓郎 胃内容排出速度とエネルギー代謝の測定 108

教授 田中　進 子宮内膜脱落膜化機構の解明 105

准教授 城内　文吾 胸管リンパカニュレーション法による食事脂質吸収の評価 106

教授 104世羅　至子



研究分野：金融およびファイナンス関連

キーワード：賠償責任保険、ビジネスリスク免責、米国約款
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経営学部 経営学科 教授 鴻上 喜芳

研究概要

教員情報URL  https://sun.ac.jp/researchinfo/k-kougami/

すでに研究成果を公表したものとして次のものがある。

①生産物賠償itself免責の課題

②生産物賠償効能不発揮免責の課題

③生産物賠償リコール免責の課題

④請負賠償管理財物免責の課題

⑤一般賠償責任保険普通保険約款の課題

①～④は、保険利用企業のビジネス遂行上高頻度で発生する形態の損害を補償対象外とするも
ので、ビジネスリスク免責と呼ばれている。損害発生頻度が高いものであるため、これらが補償され
るかどうかについて保険利用企業の関心は高い。しかしながら、日本においては米国に比し、こ
れらの補償範囲は狭くなっている実態があることが分かっている。
今後は、次の分野にも研究対象を広げることにより、日本の賠償責任保険全体のあり方を提言し
たいと考えている。

・会社役員賠償責任保険の課題

・医師賠償など専門職業人賠償責任保険の課題

産学連携の可能性（アピールポイント）

①保険会社
適切な補償内容への改善の参考となる。

②保険利用企業
自社のリスクについて現在の保険が有効かどうか、米国ではどのように補償されているかについて
の情報を入手できる。
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